
宇陀の教育の未来について考える
宇陀市学校規模適正化検討委員会中間報告会

令和２年８月２９日（土）

宇陀市教育委員会事務局 教育総務課
主幹 垣内 宏志
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15～64歳

65歳以上

０～14歳

３割減

4割が65歳以
上の高齢者

１ はじめに

出典「奈良県高齢者福祉計画」平成22年３月より

加速する少子高齢化



１ はじめに
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既に、宇陀市民の4割が65歳以上
の高齢者

10年後には、65歳以上の高齢者
が、生産年齢人口15～64歳を追
い越す

10年後、15歳未満の子どもの数
は、現在の7割（全体の８％）に

20年後、15歳未満の子どもの数
は、現在の５割（全体の７％）に

宇陀市の人口推移と将来人口



１ はじめに

宇陀市学校規模適正化検討委員会条例

公立小学校・中学校の設置者である各市町村においては，それぞれの地域の実情に応じて，教育的な視点から
少子化に対応した活力ある学校づくりのための方策を継続的に検討・実施していくことが求められる。その際，学
校統合により魅力ある学校づくりを行う場合や，小規模校のデメリットの克服を図りつつ学校の存続を選択する場
合等の複数の選択があると考えられる。

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引の策定
平成27年1月27日 文部科学省

地域から学校がなくなると・・・
・地域の活力の低下
・過疎化の一層の進行などが懸念される

（仮称）宇陀市学校適正化基本計画の作成
⇒ 具体的な学校の統合案

【所掌事務】

教育委員会の諮問に応じ、宇陀市立小学校及び中学校の適正規模及び適正配置に関するこ
とについて審議し、教育委員会に答申する。
【検討委員会構成員】（１５人以内 任期は２年）

(1) 学識経験者 (2) 市立学校長及び市立幼稚園長 (3) ＰＴＡの代表者
(4) 自治会の代表者 (5) その他教育委員会が必要と認める者

宇陀市学校規模適正化検討委員会（教育委員会の附属機関）

・児童生徒数の減少
・１学年１学級の学校の増加
・榛原幼稚園・榛原西幼稚園の統合

→ 小学校でまた、２つの小学校に分かれる

・中学校で多様な部活動ができない など

宇陀市の現状

※ ２年かけて審議

検討委員会の設置

・適正規模についての検討

１クラスの人数は？ クラス替えは必要？

・適正配置についての検討

小中一貫教育は？ 通学距離は？



２ これまでの経緯

10月

12月 保護者・教職員アンケートの実施（９～20日）

１月

３月
４月
５月
６月

８月 市民との意見交換会
９月 中間報告の公表
10月 市民との意見交換会
11月

１月

３月 答申の公表

第３回宇陀市学校規模適正化検討委員会
７月

第２回宇陀市学校規模適正化検討委員会

２月

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

第１回宇陀市学校規模適正化検討委員会

11月

第５回宇陀市学校規模適正化検討委員会
２月

第４回宇陀市学校規模適正化検討委員会
12月

・委員の委嘱・任命

・宇陀市の小中学校の現状報告
・アンケート項目についての意見交換

・アンケートの結果の考察

・中間報告の内容について

・中間報告の考察

・答申の内容について

・答申の考察

これまでの宇陀市学校規模適正化検討委員会の取組



　　※大宇陀小　H20～H21（大宇陀小・野依小・守道小・田原小の計）
　　　　　　　　H22～H24（大宇陀小・野依小の計）
　　※室生小　　H20～H27（室生西小・室生東小の計）

　H20～R2　5.1現在
　R3～R6　住民基本台帳より（H31.3　教職員課提出資料より）
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宇陀市児童数の推移（H18～R6）

計 大宇陀小 菟田野小 榛原小

榛原東小 榛原西小 室生小

３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の児童数の推移（H18～R6）

10年で３割減

宇陀市合併時 1,707人

15年で４割減

4年後には、
約900人に



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の生徒数の推移（H18～R6）

4年後には、
約500人に

10年で３割減

宇陀市合併時 999人

15年で４割減

宇陀市の児童生徒数は、合併後20年で半減



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の子どもの学力 「H31全国学力・学習状況調査」から
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小学校の国語及び中学校の英語で全国平均との差が顕著

○実施日
平成３１年４月１８日（木）

○調査対象 （ ）は市内の対象児童生徒数

小学校第６学年（２０９人）
中学校第３学年（２０５人）



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の子どもの体力・運動能力 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」から

体力･運動能力については、小中学校とも全国平均を上回る傾向

○調査対象
小学校第５学年及び中学校第２学年

握力、上体起こし、長座体前
屈、反復横とび、20mシャトルラ
ン【又は持久走（男子1500m、女
子1000m）】、50m走、立ち幅と
び、ソフトボール【ハンドボー
ル】投げ（【】は中学校）の体
力合計点（各テスト項目に係る
得点を合計した点数の平均値）



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の子どもの問題行動
「児童生徒の問題行動・不登校・生徒指導上の諸課題に関する調査」から

○不登校の発生件数につ
いては、小学校が全国
平均よりやや高い。ま
た、不登校児童生徒数
について、小中学校と
もに漸増

○暴力行為発生件数につ
いては、小中学校とも
全国平均より低い傾向

○いじめの認知件数につ
いては、小学校は全国
平均よりかなり高く、
中学校はやや低い傾向

【小学校】

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
全国 3.6 3.9 4.2 4.8 5.4 7.0 未公表

宇陀市 4.9 2.9 4.5 7.1 9.9 8.5 10.8
児童生徒数 6 4 6 9 12 10 13
全国 1.6 1.7 2.6 3.5 4.4 5.7 未公表

宇陀市 2.5 0.0 0.0 0.8 0.8 1.7 2.5
発生件数 3 0 0 1 1 0 3
全国 17.8 18.6 23.1 36.6 49.1 66.0 未公表

宇陀市 5.8 8.7 14.2 11.1 145.1 139.3 207.0
認知件数 7 12 19 14 176 163 249

【中学校】

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
全国 26.9 27.6 28.3 30.1 32.5 36.5 未公表

宇陀市 28.4 19.6 8.0 6.8 30.5 33.8 42.2
児童生徒数 22 15 6 5 21 23 27
全国 11.3 10.1 9.5 8.8 8.5 8.9 未公表

宇陀市 22.0 5.2 5.3 13.7 7.3 2.9 1.6
発生件数 17 4 4 10 5 2 1
全国 15.6 15.0 17.1 20.8 24.0 40.9 未公表

宇陀市 2.6 15.6 26.7 13.7 21.8 30.8 51.6
認知件数 2 12 20 10 15 21 33

いじめ

暴力行為

不登校

いじめ

暴力行為

不登校



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の子どもの規範意識と自尊心 「全国学力・学習状況調査」から

年度によってばらつきが見られるが、「自分にはよいところがある
と思う」という自尊心について、小中学校とも全国平均よりも特に
低い傾向



３ 宇陀市立小中学校の現状

宇陀市の中学校部活動の状況 R2.6月現在
R2.6.25現在

大宇陀中学校 菟田野中学校 榛原中学校 室生中学校

生徒数 107 94 353 67

陸上競技 10 27 24

野球 2 6 16 9

ソフトテニス（男） 10 10

ソフトテニス（女） 13 12

バスケットボール（男） 8 22

バスケットボール（女） 13

バレーボール（男） 24 12

バレーボール（女） 9 17 8

バドミントン 20 21

卓球 19

剣道 17

吹奏楽 9 16 18 10

書道 12 13

科学 3

美術 14 39

文芸 6

文化研究 6

部活加入者 98 85 259 57

加入率 91.6% 90.4% 73.4% 85.1%

令和２年度　宇陀市立中学校の部活動の状況

24

10～20人程度で活動する
ことができるように、学校
の規模に応じて部活動の数
を精選する一方で、生徒の
多様な希望に沿った活動を
保障するために、他校と合
同で行う部活動もある



４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

「宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査」について

種 別 配布数 回収数 回収率
幼稚園・保育所(園)・こども
園保護者

518 468 90.3％

小学校保護者 848 726 85.6％
中学校保護者 558 410 73.5％
教職員 364 351 96.4％

合 計 2,288 1,955 85.4％

(1) 調査の目的
宇陀市立小中学校の適正規模・適正配置を検討するに当たり、学校現場に最

も関わりの深い保護者及び教職員の意見を集約し、今後の方向性を検討する
資料とする

(2) 調査の対象等
宇陀市立幼稚園･保育所(園)･こども園、しらゆり保育園の保護者及び教職員
宇陀市立小学校及び中学校の保護者及び教職員

(3) 調査の期間
令和元年１２月９日（月）～１２月２０日（金）

※ 回収に関しては、各家庭１部のため、各校種にお子さんがいる家庭は、重複して回収数を
カウントしている。



大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

10人以下 11～20人 21～30人

31～35人 36～40人 無回答等

４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

小学校の１学級あたりの児童数について

問３ あなたは、小学校の１学級あたりの児童数
について、どの程度が望ましいと思われますか。

問４ あなたが、問３で回答した理由に近いもの
はどれですか。（３つ以内に○）

個に応じた丁寧な指導が期待できる

コミュニケーション能力が育ちにくい

子ども同士で切磋琢磨する機会が増える

学級で一人一人が活躍する機会がある

その他 無回答等

多様な考えに触れることができる

先生の指導が行届かなくなる不安

●小学校の１学級あたりの望ましい児童数は、保護者、教職員とも21～30人が最も多く、
全体の約6割を占めた。

●望ましい児童数を11～20人と答えた理由として最も大きな割合を占めたのは、「個に
応じた丁寧な指導が期待できる」であり、31～40人と答えた理由として最も大きな割
合を占めたのは、「多様な考えに触れることができる」で、それぞれ４割程度を占めた。



大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

１学級 ２～３学級 ４～５学級 ６学級以上 無回答等

４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

小学校の１学年あたりの学級数について

問５ あなたは、小学校の１学年の学級数につい
て、どの程度が望ましいと思われますか。

問６ あなたが、問５で回答した理由に近いもの
はどれですか。（３つ以内に○）

●小学校の１学年あたりの望ましい学級数は、保護者、教職員とも2～3学級が最も多く、
全体の約８割を占めた。

●望ましい学級数を１学級と答えた理由として最も大きな割合を占めたのは、「友達同士互
いに理解が深まり、親密になれる」ことであり、２～5学級と答えた理由として最も大き
な割合を占めたのは、「友達同士でトラブルがあった場合、クラス替えで環境を変えるこ
とができる」であり、それぞれ４割程度を占めた。

互いに理解が深まり、親密になれる

人間関係が固定化する等の心配がある

クラス替えで環境を変えることができる

学年を超えた友人ができる

その他 無回答等

PTA活動の負担が少ない

活躍の場があり、責任感が育つ



大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

10人以下 11～20人 21～30人

31～35人 36～40人 無回答等

４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

中学校の１学級あたりの生徒数について

問７ あなたは、中学校の１学級あたりの生徒数
について、どの程度が望ましいと思われますか。

問８ あなたが、問７で回答した理由に近いもの
はどれですか。（３つ以内に○）

●中学校の１学級あたりの望ましい生徒数は、保護者、教職員とも21～30人が最も多く、
全体の約５割を占めた。

●望ましい生徒数を20人以下として答えた理由として最も大きな割合を占めたのは、「個
に応じた丁寧な指導が期待できる」であり、31～40人と答えた理由として最も大きな割
合を占めたのは、「多様な考えに触れることができる」である。

個に応じた丁寧な指導が期待できる

コミュニケーション能力が育ちにくい

子ども同士で切磋琢磨する機会が増える

学級で一人一人が活躍する機会がある

その他 無回答等

多様な考えに触れることができる

先生の指導が行届かなくなる不安



大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

１学級 ２～３学級 ４～５学級 ６学級以上 無回答等

４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

中学校の１学年あたりの学級数について

問９ あなたは、中学校の１学年の学級数につい
て、どの程度が望ましいと思われますか。

問１０ あなたが、問９で回答した理由に近いも
のはどれですか。（３つ以内に○）

●中学校の１学年あたりの望ましい学級数は、保護者、教職員とも2～3学級が最も多く、
全体の約６割を占めた。

●望ましい学級数を１学級と答えた理由として最も大きな割合を占めたのは､「友達同士互
いに理解が深まり､親密になれる」ことであり､２学級以上では答えた理由として最も大き
な割合を占めたのは､「友達同士でトラブルがあった場合､クラス替えで環境を変えること
ができる」､４学級以上では､「PTA活動の負担が少ない」が大きな割合を占めた。

互いに理解が深まり、親密になれる

人間関係が固定化する等の心配がある

クラス替えで環境を変えることができる

学年を超えた友人ができる

その他 無回答等

PTA活動の負担が少ない

活躍の場があり、責任感が育つ



大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

15分未満 15分以上30分未満

60分以上 無回答等

30分以上45分未満

45分以上60分未満

大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

15分未満 15分以上30分未満

60分以上 無回答等

30分以上45分未満

45分以上60分未満

４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

小学校の通学時間について

問１１ 小学校まで徒歩通学する場合、通学時間
はどの程度までが、通学可能な範囲と考えますか。

問１２ 小学校までスクールバスで通学する場
合、通学時間はどの程度までが、通学可能な範囲
と考えますか。

●小学校の通学時間について、徒歩通学では30分未満と答えた割合が最も多く、保護者の
回答の約９割を占めた。

●バス通学でも30分未満と答えた割合が最も多く、保護者の回答の８割を占めた。
●徒歩通学と比べて、バス通学で30分以上と回答した割合が約１割増える。



４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

中学校の通学時間について

問１３ 中学校まで徒歩または自転車で通学する
場合、通学時間はどの程度までが、通学可能な範
囲と考えますか。

問１４ 中学校までスクールバスで通学する場
合、通学時間はどの程度までが、通学可能な範囲
と考えますか。

大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

15分未満 15分以上30分未満

60分以上 無回答等

30分以上45分未満

45分以上60分未満

大宇陀小校区

菟田野小校区

榛原小校区

榛原東小校区

榛原西小校区

室生小校区

保護者全体

教職員全体

15分未満 15分以上30分未満

60分以上 無回答等

30分以上45分未満

45分以上60分未満

●中学校の通学時間についても、徒歩通学では30分未満と答えた割合が最も多く、保護者
の回答の約８割を占めた。

●バス通学でも30分未満と答えた割合が最も多く、保護者の回答の約７割を占めた。
●小学校と比べて、徒歩、バス通学ともに、30分以上と回答した割合が約１割増える。



４ 宇陀市学校規模適正化に関するアンケート調査

児童生徒に必要な教育環境について

問１５ 児童生徒にとってどのような教育環境が必要だと考えますか。（３つ以内に○）

【保護者】 【教職員】

子ども同士が刺激し合い、学力・体力を高め
合うことができる環境

社会性や協調性、コミュニケーション能力を
身に付けることができる環境

多様な学習形態の授業により、個々の能力を
高めることができる環境

ＩＣＴを活用した遠隔授業を受けることがで
きる環境

たくさんの友達、先生と触れ合うことができ
る環境

一人一人が行き届いたきめ細かな指導を受け
ることができる環境

部活動が充実している環境

その他

無回答等

義務教育の９年間を一貫して教育を受けられ
る環境

児童生徒に必要な教育環境について、「社会性や協調性、コミュニケーション能力を身に付
けることができる環境」と答えた割合が保護者、教職員とも最も多く、「子ども同士が刺激
し合い、学力・体力を高め合うことができる環境」、「一人一人が行き届いたきめ細かな指
導を受けることができる環境」が続き、ともに約２割を占めた。また、 保護者の回答で
は、「多様な学習形態の授業により、個々の能力を高めることができる環境」も約２割を占
めた。



５ 今後について

今後の検討課題

R2.5.8現在

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計 1年 2年 3年 特支 計

児童数 36 23 33 25 39 35 21 212 生徒数 39 31 31 6 107

標準学級数 2 1 1 1 1 1 4 11 標準学級数 1 1 1 3 6

届出学級数 2 1 1 1 2 1 4 12 届出学級数 2 2 2 3 9

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計 1年 2年 3年 特支 計

児童数 22 30 16 23 20 29 13 153 生徒数 26 26 38 4 94

標準ｃｌ数 1 1 1 1 1 1 4 10 標準学級数 1 1 1 2 5

届出ｃｌ数 1 1 1 1 1 1 4 10 届出学級数 1 1 2 2 6

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計 1年 2年 3年 特支 計

児童数 40 36 54 44 38 52 26 290 生徒数 115 100 120 17 352

標準学級数 2 1 2 2 1 2 4 14 標準学級数 3 3 3 4 13

届出学級数 2 2 2 2 1 2 4 15 届出学級数 4 3 4 5 16

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計

児童数 35 44 36 35 42 46 26 264 21～30人の学級

標準学級数 1 2 1 1 2 2 5 14 【小】40.4%　【中】50.0%

届出学級数 1 2 2 1 2 2 5 15 20人以下 ３１人以上

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計 【小】48.9%　【中】37.5% 【小】10.7%　【中】12.5%

児童数 10 12 10 8 9 19 9 77 単学級の学年

標準学級数 1 1 1 1 1 1 3 9 【小】77.8%　【中】75.0%

届出学級数 1 1 1 1 1 1 3 9

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計 1年 2年 3年 特支 計

児童数 13 11 15 18 25 18 9 109 生徒数 23 16 22 6 67

標準学級数 1 1 1 1 1 1 2 8 標準学級数 1 1 1 2 5

届出学級数 1 1 1 1 1 1 2 8 届出学級数 1 1 1 2 5

教員加配による
少人数指導
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５ 今後について

今後のスケジュール

10月

12月 保護者・教職員アンケートの実施（９～20日）

１月

３月
４月
５月
６月

８月 市民との意見交換会
９月 中間報告の公表
10月 市民との意見交換会
11月

１月

３月 答申の公表

第３回宇陀市学校規模適正化検討委員会
７月

第２回宇陀市学校規模適正化検討委員会

２月

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

第１回宇陀市学校規模適正化検討委員会

11月

第５回宇陀市学校規模適正化検討委員会
２月

第４回宇陀市学校規模適正化検討委員会
12月

・委員の委嘱・任命

・宇陀市の小中学校の現状報告
・アンケート項目についての意見交換

・アンケートの結果の考察

・中間報告の内容について

・中間報告の考察

・答申の内容について

・答申の考察


